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4‒2　完了体の特徴と使い方

完了体は、何かの出来事を、始めから終わりまでの全体として表す、
というのが、だいたいの文法書に書いてある説明です。ロシア語の на-
писатьも писатьも「書く」ですが、完了体は、何かを書き始めてから
書き終えるまでを含んだ「書く」を表します。

ロ　Я
ヤ

 п
ピサラ
исала д

ダクラト
оклад.　私はレポートを書いた（書いていた）。

このように不完了体の писатьを使った言い方では、レポートが完成
したかどうかはわかりません。いっぽう完了体の написатьを使えば、
レポートを全部書き終えたことがわかります。

ロ　Я
ヤ

 н
ナピサラ
аписала доклад.　私はレポートを書いた。

同じような例を、ほかの言語で見てみましょう。

ポ　Wczoraj czytałem powieść.　昨日私は小説を読んだ。

ここは wczoraj「昨日」の出来事を話題にしていますが、不完了体
czytać「読む」が使われています。なので、powieść「小説」を私が全部
読んだかどうかはわかりません。これに対して完了体の przeczytać「読
む」を使えば、全部読んだことになります。

ポ　Wczoraj przeczytałem powieść.　昨日私は小説を（すっかり）読んだ。

このような完了体の使い方はスラヴ共通のものです。けれどももう少
し複雑な状況の中では、言語間の差が出てきますよ。
たとえばスロヴェニア語でBerem knjigo.は「私は本を読んでいます・

読みます」です。最初の beremは「読む」bratiという不完了体動詞の 1
人称単数現在形で、これは今読書中、あるいはいつも読む、の意味を表
します。さて、この動詞の完了体は接頭辞 pre-をつけて作られますので、
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これを使うと Preberem knjigo.「本を（全部）読む」という完了体現在形
の文ができます。完了体現在形では、ロシア語なら未来時制の形になり
ますが、スロヴェニア語では現在時制に含まれます（第 2部 4‒10）。そし
て、これを使って次のように言うことができるのです。

スロ　Vsak teden preberem knjigo.　私は毎週、本を1冊読みます。

vsak tedenは「毎週」、つまりここでは、毎週本を 1冊読み上げてし
まう、という継続的な繰り返しの事実が述べられているわけです。この
ような完了体の使い方は、どんな言語でもできるわけではありません。
ロシア語では、こういった繰り返しを表す状況に使われるのは、ふつう
不完了体現在形です。
完了体がどういった状況で使われるかは、このように言語によって多
少異なりますが、スラヴ語に共通して、例外なく、完了体が使えない場
合というのがあります。それは「始める」や「続ける」「終える」という
動詞の後です。

ロ  М
ムィ
ы н

ナチャリ
ачали п

ピサチ
исать. 私たちは書き始めた。

チェ  Začal zpívat. 彼は歌い出した。

これらの文では началиと začalが「～し始めた」という開始を表し
ています。主語は、ロシア語では 1人称複数、チェコ語では 3人称の男
性単数ですよ。そしてそれぞれその後ろに、動詞の不定詞 писать「書
く」、zpívat「歌う」があります。これで「書き始める」「歌い始める」と
なるわけですが、これらはどちらも不完了体。ここに完了体動詞を使う
ことはできないのです。


